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県の最西部に位置する町である。面積は 134.07 ㎢で、東西 13.88 ㎢、南北 17.65 ㎢のやや
縦長の形状をしている(図 1)。 













































2 月に来るように冬の降水量が多く、降水量で見ると 7 月が最も多い。 






























































月合計降水量(㎜) 月平均気温(℃) 月最高気温(℃) 月最低気温(℃)








































1183 年 源平砺波山合戦が行われる 
1585 年 前田利家が白馬山頂に今石動城を築く 
前田利秀が今石動城主となる 
1660 年 津沢町ができる 
1883 年 越中が石川県から分離し、富山県が成立 
1889 年 今石動を石動町と改称 
1953 年 石動町を中心とした合併により新石動町が誕生 
津沢・水島・藪波の合併により砺中町が誕生 
1962 年 石動町と砺中町が合併し小矢部市が誕生 
1988 年 桜町遺跡から高床建物の建築材が出土 
1994 年 クロスランドおやべオープン 





平成 30（2018）年 12 月 31 日時点の小矢部市全体の人口は 30,143 人、世帯数は 10,442
世帯である（外国人住民を含む）。性別人口は男性 14,686 人、女性 15,457 人となってい
る。過去 26 年分（平成 5 年から平成 30 年）の小矢部市の人口推移（図 4）と平成 30
（2018）年度 10 月末時点の年齢別人口（図 5）を以下に示した。
 
 
図 5 小矢部市の年齢別人口割合 




























































































































の 36,774 人であるが、平成 30（2018）年までの 30 年間でおよそ 6,632 人減少している 
また年齢別人口割合（図 5）より、平成 30（2018）年度時点では老齢人口（65 歳以




図 6 小矢部市の転入･転出者数（平成 30 年度版小矢部市統計書より作成） 








 平成 27（2015）年の小矢部市の産業別就業人口の割合を示したのが図 7 である。第 2 次
産業と第 3 次産業が全体の 95％を占めている。第 1 次産業の就業人口は 787 人、第 2 次産
業は 5517 人、第 3 次産業は 9433 人となっている。第 3 次産業に従事する人が 6 割を占め
ており、その中でもサービス業に従事する人が最も多く 5156 人、続いて卸売・小売業・飲

















図 7 平成 27 年度小矢部市産業別就業人口 
（小矢部市ホームページ『平成 30 年度小矢部市統計書』をもとに作成） 
 
 その 20 年前の平成 7（1995）年の小矢部市の産業別就業人口の割合を示したのが図 8 で
ある。第１次産業の就業人口は 1388 人、第２次産業は 9266 人、第 3 次産業は 9402 人で
あった。平成 27（2015）年までに、第 1 次産業と第２次産業の就業人口が減少し、第 3 次
産業が増加していることがわかる。 
 
図 8 平成 7 年小矢部市産業別就業人口（平成 7 年国勢調査をもとに作成） 
 
副業的農家も含む農家戸数は平成 27（2015）年には 932 戸で、平成 7（1995）年の 2780
戸から著しく減少している。また小矢部市の主要農作物である稲の作付面積も、平成 11












実績を伸ばし、昭和 52（1997）年には年間売上 100 億円を達成した。ゴールドウインのグ
ループ会社である株式会社カンタベリーオブニュージーランドジャパンは、ラグビーワー
ルドカップ 2019 において日本代表ジャージを開発するなど、世界から注目を集めている。
小矢部市は昭和 57（1982）年には製造品出荷額が 1400 億円を超え、県内第 5 位の工業都
市となった。そのうち繊維工業と輸送用機械が全体の 75％を占め、この頃の市の中心的な
工業となっていた。その後出荷額は増減を繰り返したが、バブル崩壊後の不況下で、平成 10























表 2 小矢部市の主な年中行事1 
（「ふるさとガイドおやべ」より一部修正のうえ作成） 
 つざわ桜まつりは毎年 4 月の第２日曜日に津沢の小矢部川河畔で行われる。ご当地グル
メ「あんうどん2」などの屋台が出店し、ゲームコーナーやバルーンアート、小矢部市シン
ボルキャラクターのメルギューくん・メルモモちゃんとの記念撮影コーナーなどの多くの
                                                     





毎月 17 日 観音講 
毎月 28 日 倶利迦羅不動寺縁日 
1 月～3 月 報恩講 
1 月 1 日 クロスランドハッピーニューイヤー花火 
1 月 14 日 左義長 
4 月上旬～中旬 お花見祭り 
4 月上旬～中旬 つざわ桜まつり 
4 月 11 日 酒とり祭り 
4 月 29 日 石動曳山祭り 
4 月 28 日～5 月 5 日 八重桜祭り 
5 月上旬 歴史国道イベント 
5 月第４土・日曜 獅子舞祭り 
6 月第 1 金・土曜 津沢夜高祭り 
6 月中旬 花菖蒲祭り 
7 月下旬 源平火牛まつり 
8 月第 2 土曜 クロスランドサマーフェスティバル 
8 月 15 日 津沢「川祭り」 
8 月下旬の土・日曜 クロスランドヘリコプターフェスティバル 
8 月 15 日 ちょんがれ祭り 
9 月 3 日 願念坊踊り 
9 月 10 日 源氏太鼓 
9 月 15 日 宮めぐり神事 
10 月 17 日 慈光院の火渡り 




 酒とり祭りは 4 月 11
日に下後亟













前は 23 日～25 日であっ




写真 1 酒とり祭りの様子（藤本武提供） 
写真 2 石動曳山祭りの様子（藤本武提供） 
11 
 






にて、源平合戦をモチーフに、長さ 120m、太さ 12 ㎝の大綱を加賀・越中の参加者が引き
合う綱引き合戦だ。道中は、観光ボランティアガイドによる街道沿線の歴史の説明が行われ
る。茶屋ではお茶・おだんごのサービスもある。 
 獅子舞祭りは毎年 5 月第 4 土・日曜日に行われる。また、日曜日には獅子舞大共演会も
開催される（後述）。その他市内各地でも春から秋にかけて、祭礼行事として奉納されてい
る。 
 6 月第 1 金・土曜日には五穀豊穣を祈って津沢地区で夜高祭りが催される。まず法被を着
た子どもたちの引く武者絵の行燈が次々と通り過ぎ、その後諸肌脱いだ若衆たちの担ぐ大
行燈が「ヨイヤサ ヨイヤサ」の掛け声とともに街を練り歩く。夜高行燈は行燈に加えて竹


































小矢部市の獅子舞は市内 84 カ所で保存、伝承されている。その内訳は石動 32 町・32 組










































月第 4 土日、32 町 32 組）をはじめ、市内
各地には江戸末期から明治中期にかけて急速に普及し芸能化されたバラエティに富んだ獅
子舞が地区の春秋の祭礼に奉納され、継承されている（13 地区 52 カ所）。 
















ター(小矢部市獅子舞連合会 HP より) 






























                                                     












































                                                     
























表 1 メルヘン建築とされている施設12 
 施設名 完成年 建物の特徴、参考とした建物 管理団体 







2 松沢保育所 S52.3 中央に小さな三角屋根をかたどる。正面に丸みの 民生部こ
                                                     
11 道徳教育推進委員会 “メルヘンのまち「小矢部」松本正雄”.小矢部の先人の心に学ぶ. 
小矢部市教育センター,2010,p.1-4,42-43 
 



















































































































































































































                                                     












































































































 図 1 から、メルヘン建築は市内全域に広く分布していることが分かる。平地・山間部を
問わず、様々な場所に建設されている。 
 メルヘン建築は、保育所・幼稚園がもっとも多く 9 つ、次いで公民館が 7 つ、小中学校
が 5 つある。メルヘン建築でない施設も合わせると、保育所・幼稚園は 13、公民館は
15、小・中学校は 9、看護・介護施設は約 62 施設ある。小矢部市内の公共施設に占めるメ
ルヘン建築の割合は、カテゴリ別にみると保育所・幼稚園は約 7 割、小・中学校は約 5.5
割、公民館は約 4.5 割と、ほぼ半分がメルヘン建築であることが分かる。他方、看護・介
護施設の割合は 1 割にも満たない。比較的規模の大きい施設がメルヘン建築となっている
のかもしれない。配水池はおそらくメルヘン建築である 3 施設のみであると考えられる。 
 
  
  写真 1 藪波保育所            写真 2 松沢保育所 
 
  




   
      写真 5 荒川保育所           写真 6 津沢小学校 
  
   写真 7 埴生保育所             写真 8 武道館 
  
  写真 9 津沢こども園           写真 10 北蟹谷保育所  
   




   
写真 13 埴生高区配水池       写真 14 荒川公民館 
 
 
写真 15 知的障害者更生施設 渓明園 
   
    写真 16 小矢部市教育センター         写真 17 東蟹谷保育所
  


















昭和 56(1981)年 3 月 13 日の北日本新聞の藪波公民館を報道する記事15には、「今度は英
国調建物」というタイトルが付けられている。同様に、昭和 57(1982)年 3 月 19 日の北蟹谷
公民館、サイクリングターミナルを報道する記事16も「今度は“東京駅”“日銀”」と題され、
小矢部市を「異色建築シリーズで知られている」と紹介している。両記事のタイトルにつけ











ていた。これと同様に、昭和 59(1984)年 2 月 21 日の北陸中日新聞の記事19では、現在でい
                                                     
14 あす岩尾滝保育所の完成式.北日本新聞.1978-03-29.朝刊.p13 
15 今度は英国調建築物.北日本新聞.1981-03-13.朝刊.p12 
16 今度は“東京駅” “日銀”.北日本新聞.1982-03-19.朝刊.p21 







昭和 59(1984)年 11 月 26 日の北日本新聞で、大谷中学校完成の記事20が掲載されている。
本文には「最近の小矢部市の“メルヘンの街”の集大成ともいうべきこれら建築群は」との記
載があり、小矢部＝メルヘンの街というイメージが確立していることが窺える。この記事の













昭和 60(1985)年 9 月 4 日、北日本新聞による記事23で初めて「メルヘン建築」という言
葉が確認された。記事タイトルは「雨漏り問題で質疑 メルヘン建築第一号・正得公民館」
である。ここでいうメルヘン建築第一号とは、公民館の中で最初にメルヘン建築として建て
られたことを意味している。続いて、北日本新聞の昭和 60(1985)年 12 月 9 日24、昭和
61(1986)年 3 月 20 日25の記事で「メルヘン建築」という表記が見られた。その後も続々と
「メルヘン建築」という言葉が使われて、次第に定着していったことが読み取れる。 




                                                     
市,1986,p24 “北蟹谷にすごい保育所”.北陸中日新聞.1984-02-21 
20 散居村にメルヘンの校舎 有名建築物を集大成.北日本新聞.1984.11.26.朝刊.p13 
21 有名建築組み合わせ 統合石動中が完成.北日本新聞.1984,03.02.朝刊.p19 
22 松本正雄.“公共施設の建築基本理念について”.建設月報.社団法人建設広報協議
会,1985,p.141-145 
23 雨漏り問題で質疑 メルヘン建築第一号・正得公民館.北日本新聞.1985-09-04.朝刊.p13 
24 年賀スタンプできる.北日本新聞.1985-12-09.朝刊.p15 























は、昭和 53(1978))年から 59(1984)年までの 6 年間であると考える。 
 

























 図 2 は、メルヘン建築が建てられた数を年別に表したものである。ピークは昭和 59(1984)
年で、その後急激に建設数が落ち込む。これには昭和 61(1986)年 10 月に松本氏が急逝した














図 3 北日本新聞において確認できた「メルヘン建築」という語句を含んだ 3 年ごとの平
均記事数の推移 
 






































で描かれた看板風のもので、メルヘン建築を含む計 30 枚が作られた31。 
平成 29(2017)、30(2018)年も同様に、観光推進政策や地域振興イベントなどが多く開催
された。平成 30(2018)年には石動駅が新舎となり、利便性が向上した。興味深い点は、メ
                                                     
27 平成 6(2004)年 5 月 1 日に開館した。当施設は、小矢部市において高速道路が十字交差
するため、「クロスランドおやべ」と名付けられ、自治省（現総務省）から「地域間交流
事業」の指定を受けて設置された。 
参考：https://www.japantowers.jp/crossland_tower/ （令和元年 11 月 19 日閲覧） 
28 「クロスランドおやべ」を文化経済の交流拠点に.北日本新聞.1991.07.15.朝刊.p5 
29 平成 16(2004)年 5 月 4，5 日にクロスランドおやべで地域の魅力を再発見するイベント
「ど～んと小矢部」が開催された。 
30 メルヘンランドスケープについては 3-2 を参照 





















                                                     
32 小矢部の魅力体感 市内巡るバスツアー.北日本新聞,2018-11-27,朝刊,p19. 











































































































                                                     









































































                                                     
35 毎年 5 月第 4 土・日曜に石動で開催される。市内各地でも春から秋にかけて祭礼行事と
して奉納されている。 
参考：https://www.oyabe.info/archives/tour/shishi/ （令和元年 11 月 26 日閲覧） 
 
















をしているが、元々はメルヘン建築として昭和 55(1980)年 3 月に東京都日比谷公会堂を参
考に建てられた公民館であった。雨漏りがひどい点や、エレベーターがなく 3 階の研修室
を利用する高齢者にとって不便である点など不評があり、平成 12(2000)年に地域住民が平
屋への建て替えを要望した。そして、平成 14(2002)年 3 月に現在の建物が完成した。当時
の館長は「メルヘンより使いやすさでしょう。もともと、地元から頼んだわけでもないし」












津沢小学校と津沢こども園である。1-1 の図 1 からもわかるように、メルヘン建築は市内全
域に分布しており、津沢地区にあるメルヘン建築が著しく少ないという訳ではない。かなり
西洋風の外観をしている津沢こども園（写真 9）に対し、津沢小学校（写真 6）は非常にシ
                                                     
36 クロスランドおやべ（小矢部市鷲島 10 番地）内に建てられている。高さは 118ｍで、
地上 100ｍに展望フロアが設置されている。平成 6 年 5 月 1 日に開館した。 
参考：https://www.japantowers.jp/crossland_tower/ （令和元年 11 月 19 日閲覧） 
37 雨漏り問題で質疑 メルヘン建築第一号・正得公民館.北日本新聞.1985-09-04.朝刊.p13 































                                                     
38 向かい合った 2 つの行燈が人々の掛け声とともに激しくぶつかり合う。相手側の山車、
吊りものを壊す「ぶつかり合い」は迫力があり、祭のメインとなっている。行燈の製作は
全て共同手作業で行われており、そのサイズは高さ 7ｍ、長さ 12ｍ余りである。 
参考：http://www.oyabe.info/pamphlet/tsuzawayotaka.pdf （令和元年 11 月 24 日閲覧） 
39 石動愛宕神社の春季例祭。石動で毎年 4 月 29 日に行われる。11 本の花山車が囃子にの
って街を練り歩く。江戸時代中期から続く、伝統ある祭りである。 





























人を超えたこともあったが、その後児童数の減少により平成 20 年 3 月に閉校となった。現






                                                     
40 小矢部市教育センターは昭和 41（1966）年 11 月 1 日に発足した。当初は旧西礪波郡地
方事務所に設置されていたが、その後小矢部市総合会館１階、旧簡易裁判所へと移転し、





































                                                     
















リピーターを増やすため、第 6 回までは年 2 回（両日 1 日のみ）の開催だったが、認知
度が徐々に上がってきたことから、直近の第 7 回開催（令和元年 6 月 15，16 日）から年に
1 回（2 日間）の開催に変更した。現在の参加者は 300 名を超えており、県内だけでなく隣
県や関東圏からの参加者も見られるそうだ。 
 このイベントで初めて小矢部市教育センターが使われたのは第 2 回開催時（平成


























































































表 2 名称に「メルヘン」が含まれる小矢部市の特産品、団体、イベント等 





 めるへん劇団 年に 1 回公演を行う。小学生から 50 代までの幅広い世代
の人々による総勢 50 名の劇団である。 
                                                     
43 荒川保育所、松沢保育所、藪波保育所、北蟹谷保育所、東蟹谷保育所、荒川公民館。 
44 公民館と保育所解体 荒川地区新公民館整備へ.北日本新聞.2019-06-26.朝刊.p21 
45 3-2 表２を参照。 


































































































                                                     


























































































http://kagyu.oyabe.info/ （令和元年 12 月 6 日閲覧） 
『メルヘンランドスケープ』 
http://www.marchen-ls.jp/town.html（令和元年 12 月 6 日閲覧） 
『手作りパンと焼き菓子の店 菓子工房メルヘン』 





http://yop.daa.jp/gekidan/gekidan01.htm（令和元年 12 月 9 日閲覧） 
『小矢部のバラ農園 メルヘン工房』 
https://marchenstudio.jp/（令和元年 12 月 6 日閲覧） 
『道の駅メルヘンおやべ』 
http://meruhen-oyabe.com/（令和元年 12 月 9 日閲覧） 
『小矢部ブランド 稲葉メルヘン牛』 
http://www.city.oyabe.toyama.jp/oyabe.brand/item/item-beef.php（令和元年 12 月 9 日閲
覧） 
『富山の食材 とやまポーク』 
https://shoku-toyama.jp/product/10256/（令和元年 12 月 9 日閲覧） 
『小矢部ブランド メルヘン米』 
www.city.oyabe.toyama.jp/oyabe.brand/item/item-marchen.php 
（令和元年 12 月 9 日閲覧） 
『おやべメルヘンかるたの販売について』 
http://www.city.oyabe.toyama.jp/soshiki/kyouikuiinkai/shougaigakusyubunka/hanbai/mer
















 本文を全 6 節構成とし第 1 節から第 2 節では木曽義仲や彼にまつわる故事について記述
する。第 3 節から第 4 節では義仲に関わりの深い史跡や寺院について、第 5 節から第 6 節
では小矢部市で行われている義仲に関わる行事や取り組みについてそれぞれ述べることと





                                                     
49参考資料 東京書籍株式会社『平家物語大辞典』平成 22（2010）年。 


































































                                                     
50現在の長野県木曽郡及び、岐阜県中津川市の一部を拠点としていた豪族。 



































































































 『平家物語』によると平維盛率いる軍約 7 万に対し義仲軍約 4 万という兵力差があった
                                                     








とされる。一方で同時代の文献である『玉葉』には維盛軍約 3 万、義仲軍約 5 千との記述が
残されている。このため両陣営の正確な兵の数については明らかではないが、兵力には大き
な差があったと思われる。 


































                                                     
60 編者不明。応保年間(1161 年～)から寿永年間(～1183 年)頃の源平の様子を記した。軍
記物語。 







































                                                     
61 参考資料『平家物語大辞典』 








































                                                     
62 平成 7 年(1995)年 6 月認定 小矢部市桜町から石川県津幡町までの約 12.8 ㎞区間。 
63 平成 8 年(1996)11 月認定。 
写真 3 源平供養塔 
















はじめとする古文書 45 点が所蔵されており県指定の文化財となっている68。 







                                                     




67 昭和 25(1950 年文化財保護法の施行に伴い指定。 
68 昭和 45(1970)年指定。 



































































例祭は９月に行われており以前は 9 月 15 日と日付が決まっていたが、行事の進行に多くの
人手が必要であることから、近年は人が集まれるようにと 9 月 10 日以降の日曜日に行われ


















                                                     
74 昭和 52(1977)年指定。 
75「富山の文化財百選」事業の一環。富山県教育委員会選定。平成 18(2006)年指定。 












埴生氏によるとこの 2 人の長老は 65～70 歳前後の元気な人、かつ埴生護国八幡宮と関わり
のある人(行事への積極的な参加など)が選ばれるとの事だった。この選出に八幡宮側は少し
関与するが、基本は氏子の中で話し合って決められると話された。長老の後続には小学生の





 長老の 2 人は烏帽子と格衣
か く え





















                                                     






わせながら 20 分ほどかけてゆっくりとこの行程を繰り返し、7 周半したところで一度歩み





















写真 9 隊列の進行の様子 
写真 8 隊列の待機の様子 


























平成 25(2013)年には小矢部市をより広く PR するため｢源平火牛まつり｣から｢メルヘンおや
べ源平火牛まつり｣へと改称され現在の形に至る。伝統的な祭りとは異なり、観光的な要素
が強い祭りである。 





年 7 月の最終土曜日(令和 1(2019)年は 7 月 27 日）とされている。祭り当日には商店街に面










































図 4 越前町商店街（黒線部分） 


























































 またこれらは平成 27(2015)年に行われた「ゆるキャラグランプリ」にて全国約 1,700 体

















                                                     






















































































































 平成 30(2018)年度時点で小矢部ブランドに認定されている 17 産品を、認定年度順に示
す（表 2）。 
 
                                                     
80 小矢部ブランドホームページ http://www.city.oyabe.toyama.jp/oyabe.brand/ 

























22 バラの切り花 ローズエンドウ 
足湯やドライフラワーのほか、道の駅メル
ヘンおやべでは足湯にも利用される。 










































































































































写真 1 コリっとチキン プレーン 





































































 稲葉山牧野では朝夕 2 回の給餌、牛舎の衛生管理、種付け、牧草づくりなどを行ってい
る。冬季などの牧草が採れない期間のために、牧場内で育て刈り取った牧草を圧縮して保存
するなど、牛に与えるエサも独自に作っている。そのほか、牛の体調管理や倒れて起き上が
                                                     
81 公益社団法人日本食肉格付協会の定める牛肉の格付けの１つ。内臓や骨などを取り除い
た「枝肉」の重量によって A～C の 3 段階のランク付けがされる。既定の計算式によって
歩留基準値 72 以上のものが等級 A（部分肉歩留が標準より良い）、69 以上 72 未満のもの
が等級 B（部分肉歩留が標準のもの）、69 未満のものが等級 C（部分肉歩留が標準より劣
るもの）とされる。 
82 公益社団法人日本食肉格付協会の定める牛肉の格付けの１つ。「脂肪交雑」「肉の色沢」












 平成 10(1998)年には「稲葉山ふれあい動物広場」が稲葉山山頂付近に開設された。4 月
から 11 月末までの間開園しており（月曜定休日）、ヤギやリスなどの動物たちと戯れたり
エサやりすることができる。また平成 30（2018）年には稲葉山山頂に「稲葉山山頂カフェ
レストラン」がオープンした。ここでは、稲葉メルヘン牛を使用した 1 日限定 10 食の粗挽
きハンバーグ（写真 3）をはじめとして、さまざまなメニューが食べられる。こちらは 4 月






メルヘン牛フェアが開催された。フェアは平成 31（2019）年 3 月 1 日～17 日に行われ、市
内の飲食店・精肉店の計 10 店舗が参加し、期間中飲食店では稲葉メルヘン牛を使用したメ
ニューが提供された。 




 令和元年(2019 年)10 月 4 日～11 月 4
日には、第 2 回目のフェアが行われた。
第 2 回のフェアは第 1 回より倍近い期間








店は 12 店舗のみ）。これにより第 2 回フ






















                                                     
83 https://www.facebook.com/inabameruhengyuryutusuishin/ 





 次に、第 2 回フェアに関しての課題である。第 2 回フェアは第 1 回に比べやや反響が鈍
かったという。林さんはこのことについて、時期として消費税率の引き上げ後であったこと、
年末年始の繁忙期を控えていることで飲食店の閑散期となる 10 月の開催だったことで客足










 小矢部ブランドが平成 21(2009)年から第 6 次総合計画の施策として認定が始まったのは






向にあるが、平成 29(2017)年の稲葉メルヘン牛の出荷頭数は 76 頭となっている。出荷頭数
を伸ばすには牧場内での和牛の収容頭数を増やすことが必要だが、現在の稲葉山牧野は繁






























け、生産者 3 名、作付面積 0.7ha で試験栽培がスタートする。小矢部市でのハトムギの収穫
量は多く、全国の他の畑と比べると収穫量は 2 倍以上となった。小矢部市の土壌にハトム
ギが適していると判断され、次年度からは生産者も作付面積も大幅に拡大され本格的なハ
トムギ生産に取り組むことになる。平成 20(2008)年 3 月には、ハトムギを新たな土地利用
作物として振興するために「いなばハトムギ生産組合」が設立された。 
 全国ハトムギ生産技術協議会の調べでは、小矢部市のハトムギ生産は平成 28(2016)年に
生産者 28 名、作付面積 218ha に達し、生産量および作付面積が全国 1 位となった。生産量
は平成 25(2013)年から 6 年連続で、作付面積も 2 年連続で日本一となっている。平成
30(2018)年時点で生産者は 33 名、作付面積は 316.5ha まで増えた。ハトムギ生産量国内 1
















 JA いなばから販売されている、小矢部産ハトムギを使用した商品を紹介する（表 3）。写
真 4～7 は筆者撮影の商品の写真である。 
 
























    




























































































































































った。第 1 節で手をつなぐとなみ野について、第 2 節で福祉作業所あけぼの第一・第二に












                                                     
86 全国手をつなぐ育成会連合会「育成会連合会について」〈http://zen-iku.jp/aboutus〉







図 1 育成会の構成 
  




















表 1 富山県手をつなぐ育成会の歩み 
年 富山県での歩み 年 砺波地域での歩み 
昭和32年 富山県手をつなぐ育成会設立     
  県立黒部学園創立（児童施設）     
昭和37年 県立新生園創立（成人施設）     
                                                     
め、何らかの特別の援助を必要とする状態にあるもの」という定義がある。 
88 一般社団法人富山県手をつなぐ育成会「育成会とは？」
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昭和40年 県立高岡養護学校創立 昭和 40 年 県立砺波学園創立（児童施設） 
昭和41年 社会福祉法人セーナー苑開設     
昭和47年 氷見市野の草作業所開設     
    昭和 48 年 小矢部市手をつなぐ育成会設立 
    昭和 49 年 砺波広域圏わらび学園創立（福
野町） 
昭和53年 県立しらとり養護学校創立     




    
    昭和 57 年 県立となみ養護学校創立 
    昭和 58 年 小矢部市を除く 11 市町村に育成
会設立 
    昭和 60 年 社会福祉法人渓明園設立（本館） 
      福岡町福祉作業所かごめ苑開設 
    昭和 61 年 砺波市福祉作業所油田開設 
昭和62年 社会福祉法人あざみ園開設
（富山市） 
  社会福祉法人渓明園体育館建設 
    昭和 63 年 福光町福祉作業所フレンドハウ
ス開設 
    昭和 64 年 社会福祉法人渓明園重度棟建設 
平成 4 年 社会福祉法人四ツ葉園開設
（新川地区） 
    




平成 7 年 社会福祉法人いみず園開設
（新湊市） 
    
平成10年 社会福祉法人こもれ灯の里
（氷見市） 
    
    平成 12 年 庄川福祉作業所開設 
    平成 13 年 社会福祉法人花椿設立 
    平成 14 年 福野町作業所メイプル開設 
    平成 15 年 社会福祉法人手をつなぐとなみ
野設立 
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    平成 17 年 城端福祉作業所エルハート開設 
    平成 18 年 砺波市福祉作業所南天桐開設 
      砺波地域の 8 作業所を手をつな
ぐとなみ野に糾合する 
    平成 19 年 となみ地域成年後見福祉会設立 


















平成 15(2003)年 4 月に社会福祉法人手をつなぐとなみ野が発足し、あけぼの第一作業所





として、法人経営の作業所 4 カ所と各市町村育成会運営の作業所 5 カ所が設置されること
となった。 
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障害者自立支援法91施行後の平成 18(2006)年 10 月に手をつなぐとなみ野は福祉サービス
事業所となり、これまでに設置されたあけぼの第一も含むすべての作業所が法人に組み込
まれた。平成 23(2011)年には新規事業として生活介護92事業所のサポートぷらす、共同生活
援助事業所のホーム十年明・ホームあけぼのを始めた。さらに平成 24(2012)年に 1 階が認
知症対応型共同生活介護93事業所、2 階が共同生活援助事業所となるらぶあけぼの、指定特












図 2 手をつなぐとなみ野組織図(令和元(2019)年現在) 
  
































95 普通学校の中に障害児の学級が併設されているところがあり、一学級 12 人程度の少人
数制で、児童、生徒の状況に応じた教育課程が編成できるように配慮されたクラス。 
96 21 番目の染色体が 3 本ある（21 トリソミー）染色体異常であり、罹病率は新生児 1000









































































 手をつなぐとなみ野は、令和 2(2020)年度に 2 階が知的障害者のグループホーム、1 階が
富山型デイサービス97の事業所を建設する予定である。また令和元年時点で手をつなぐとな




































99 平成 17 年に制定された障害者自立支援法制度における自立支援給付の一つ。就労を希
望する障害者につき、生産活動その他の活動機会を通じて、就労のために必要な知識や能
力の向上をはかる訓練等を供与する。訓練等給付（障害者自立支援法制度に基づく自立支





基づく就労が可能となる者につき雇用契約を結ぶという点で B 型と異なる。 
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表 2 あけぼの第一・第二の沿革 
年月 沿革 
昭和 54 年 6 月 あけぼの第一 開設 
平成 5 年 6 月 あけぼの第二 開設 
平成 15 年 4 月 社会福祉法人手をつなぐとなみ野 設立 
平成 18 年 7 月 あけぼの第一が津沢より現在地へ移転 
平成 18 年 10 月 障害福祉サービス事業 就労継続支援 B 型開始 
(社会福祉法人手をつなぐとなみ野資料より作成) 
 あけぼの第一は 40 年前に津沢で開設され、10 年ほど前に現在地に移転してきたもので
ある。あけぼの第二は約 20 年前に現在地に開設された。その間の平成 15(2003)年に社会福
祉法人として手をつなぐとなみ野が設立された。 
2-1-1. 利用者と職員 
あけぼの第一は、令和元(2019 年)年 8 月時点で 10 名の利用者がおり、年齢は 24～55 歳
までである。精神障害100が 1 名、知的障害が 2 名、自閉症101が 2 名、ダウン症が 3 名、知
的障害と精神障害が 1 名、知的障害と肢体不自由102が 1 名で、常勤職員は 3 名、非常勤職
員は 1 名である。 
あけぼの第二は、令和元（2019）年 8 月時点で 20 名の利用者がおり、年齢は 26～68 歳
までである。知的障害が 17 名、精神障害が 2 名、身体障害が 1 名で、常勤職員は 5 名、非




                                                     










































写真 1、2 ルリアン店内の様子 
  













表 3 調査日程と調査内容 
日にち 訪問施設 調査内容 
8 月 6 日 あけぼの第一 タオル畳みなどの作業、利用者へのインタビュー、絵画教
室の見学 
10 月 4 日 あけぼの第一 タオル畳みなどの作業、お楽しみ会の見学、職員へのイン
タビュー 
10 月 7 日 あけぼの第二 靴下値札付け仕上げ加工などの作業、職員へのインタビ
ュー 
10 月 18 日 あけぼの第二 靴下値札付け仕上げ加工などの作業、配達などの外回り
の同行、石動駅の清掃 
11 月 25 日 あけぼの第二 昆布もちの製造、配達の見学 
 
2-2-1. あけぼの第一の調査（8 月 6 日） 
この日は 9 時から作業所へ行き、作業の様子を見
学するとともにタオル畳みの作業も一緒にさせて
頂いた。タオル畳みについては 10 月 7 日の調査の
中で詳しく説明する 
 作業日は土日祝日を除く月～金曜日で、作業時間
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2-2-1-1. 利用者へのインタビュー 
 O さん（43 歳,女性,精神障害）は 6 年前からこの作業所で働いており、それ以前は別の企
業で働いていた。仕事で大変なことや楽しいことは何か尋ねると、工具の組み立てが楽しく、
大変なことは特にないと話してくださった。Y さん(55 歳,男性,知的障害)は、15 歳から段ボ
ール製造の会社で働いていて、この作業所には 10 年ほど前から通っている。みんなと仲良 
くいろんな仕事ができるから仕事は楽しく、作業は全部好きだとおっしゃっていた。N さん
（24 歳,男性,ダウン症）は 5 年前からこの作業所で働いている。段ボールを病院から回収す
る作業や、アルミ缶を回収する作業、部品の組み立てが楽しく、駅の掃除は大変だと話して
くださった。また新しいことに挑戦したいとおっしゃっていた。H さん(35 歳､男性,知的障














写真 3 絵画教室の様子 
  




























写真 4  タオル畳みの様子 
  
 95  
 
グ業者でクリーニングされたタオルが大きなケースにまとめて運ばれてくる。そのタオル
を Y さんと M さんで仕分けして、A さん、S さん、T さんが畳み、職員が畳んだタオルを
数えて、決まった数ごとにビニール紐で縛っていた。M さんは仕分けの際、カゴに投げ入
れるようにしていた。他の日常的な動作でも乱暴に見えることがあり、初めて会う人は驚く
かもしれない。一方で A さん、S さん、T さんはタオルをゆっくり丁寧に畳んでいた。 




























をしているのに M さんが 1 人で休んでいる場面もあったが、職員が「みんなと一緒にやろ
う」と声かけを何度もすると作業に戻って行った。時々話したり、大きな声を出したりする
姿も見られたが、ほとんど集中して作業を行っている様子だった。 
写真 5 部品の組み立ての様子 
  




























写真 6、７ 絵合わせの様子 
  

































































写真 8 靴下値札付け仕上げ加工の様子 
  






































写真 9 CD ケースを利用した道具 
  






































写真 10 餅を入れるかご 
  












2-2-5. あけぼの第二の調査（11 月 25 日） 
 今回は昆布もちの製造の様子などを見せて頂きながら、職員に話を聞いた。 













月、火、木、金曜日に行くと決まっている。1 日に製造する数は多い日だと 120～130 個で、
写真 11、12 作業の様子 
  










写真 13、14 作業の様子 
写真 15 昆布もち 写真 16 豆菓子 
  











































































                                                     
上の者であって、都道府県知事から身体障害者手帳の交付を受けた者をいう。 
  










精神障害者が 1 名、職員が 4 名、アルバイト 1
名で、従業員の大半を障害者が占めている。障
害者の年齢は 25～50 歳までである。創業は平


















に参加した。しかし昭和 57(1982)年、勇旗さんが 5 歳の時に赤信号で飛び出し車にはねら
れるという事故があり、たいした怪我はなかったものの、寛明さんはこのままでは仕事も家
庭もだめになると考えた。この頃、第 3 子を身ごもったことを知るが、奥さんの明美さんは
                                                     
107 『ざ・ぼんぢわーく第 18 集 齋藤寛明氏講述録「いのちの温もりにふれてみて」』（平
成 14 年） 
写真 17 豆腐の製造の様子 
  




















ルは右である(表 5)。従業員は作業場に 5 人、
















仕事場がある、居場所があることが大事とおっ 写真 18 巾着作り 
  






































写真 19 耕運機での作業 
  





































 室崎さん（52 歳，男性）は 15 年前から働いてお
写真 20 配達の準備 
  












































































写真 21 夏祭りの様子 
  






















福祉教育カレッジ編『イラストでみる介護福祉用語事典（第 5 版）』,医学評論社（平成 24
年） 
中央法規出版編集部編『四訂 社会福祉用語辞典』,荘村多加志（平成 19 年） 
参考ウェブサイト 
「全国手をつなぐ育成会連合会」〈http://zen-iku.jp/aboutus〉(令和元年 10 月 30 日閲覧) 
「一般社団法人富山県手をつなぐ育成会」〈http://toyamaikusei.jp/publics/index/2/〉(令和
元年 10 月 30 日閲覧) 
「社会福祉法人手をつなぐとなみ野」〈http://www.tonamino.or.jp/〉(令和元年 11 月 5 日
閲覧) 
「社会福祉法人渓明会」〈https://www.keimeikai.jp/〉（令和元年 12 月 22 日閲覧） 
「ボーダレス・アートミュージアム NO-MA」〈www.no-ma.jp〉（令和 2 年 1 月 14 日閲覧） 
「特定非営利活動法人日本臨床美術協会」〈www.arttherapy.gr.jp/〉（令和 2 年 1 月 14 日閲
覧） 
「とやまの地域共生」〈www.toyama-kyosei.jp/〉（令和 2 年 1 月 24 日閲覧） 
  
  


























































図 1 北蟹谷地区における末友（国土地理院地図より作成） 
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神社境内で舞い、奉納した後、隣接の西教寺でも舞う。令和元（2019）年は、4 月 20 日と




                                                     
108 織田信長と摂津国石山本願寺派に拠る本願寺第 11 世顕如との間で元亀 1（1570）年か
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み」「サンビツ」「イ」「ロ」「ハ」など 16 種類あり、2 時間余りの時間をかけて舞う。十年
ごとの記念年度は 2 頭の獅子頭を使い奉納する。令和元（2019）年で 120 周年を迎え、記
念の舞いの他に餅まきなどが行われた。地元の方によると、末友には昔、大きい蔵を持って
































写真 1 獅子舞 50 周年の記念写真 
 （写真提供:野沢敏夫様） 
  











































写真 2 田植え定規 
（本来は紙がついていない） 
  



















































































写真 3 当時の馬小屋(野沢様宅で撮影) 
  






























                                                     






















 結成当初は、集落内の農家 80 軒のうち 60 軒が出資して加入していた。現在は、集落内
の農家 70 軒とそれ以外の地域で耕作を依頼する 4 軒を含めた 74 軒が営農組合に加入して
いる。農業専従者は 4 人おり、基本的にはこの 4 人が中心となって農作業に当たっている。
専従者の 1 人は 30 歳になったばかりで、若者の存在はとても大きいという。 
 
3-1-3. 栽培品種と作付面積 
 集落内の耕作地は 84ha あり、そのうち 77ha の土地の耕作を末友営農組合が行っている。
主な栽培品種は、五百万石酒米、コシヒカリ、新大正もちの 3 種類の水稲だ。水稲の作付面


























 一年間のスケジュールは以下である（表 1）。 
表 1 一年間の作業スケジュール（組合員の方への聞き取りより作成） 
4 月 土壌改良資材の散布、育苗、荒起こし、代掻き 
5 月 田植え 
6 月 田んぼの溝堀り、ハト麦・大豆の土寄せ、大麦の収穫 
7 月 あぜ草刈り、農薬散布 
8 月 田んぼの水干し 
9 月 早稲品種・コシヒカリの稲刈り、乾燥、籾摺り、出荷 
10 月 大麦の播種作業、ハト麦・大豆の収穫 
12～3 月 機械の分解整備 
 




















































 まず、6 次産業化について説明する。農林水産省によると、6 次産業化とは、「1 次産業と
しての農林漁業と、2 次産業としての製造業、3 次産業としての小売業等の事業との総合的
  








各地の農家は悲鳴を上げていた。末友営農組合も同様で、かつては 60 ㎏あたり 20000 円ほ






表の野澤淳子さんを含めた 3 人だけだったが、声掛けにより、現在は 40 代～80 代までの幅
広い年齢層の約 20 人の女性組合員が加入している。 
 
4-1-2. 活動の転機 













                                                     










































                                                     
115 棒状に成形したもち。北陸地方の家庭で冬に作られ、食されてきた。 
  
















 加工部の作業の様子を伺った 9 月 8 日は、草
もちと赤飯が作られていた。この日のメンバー


















写真 4 餅をつく作業 
  



























写真 6 直売所での販売 写真 5 餅を成形する作業 
  



































































農林水産省「農林漁業の 6 次産業化」  
http://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/6jika.html(2019/1/21 閲覧) 
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北蟹谷

























































































曜日、日曜日の 8 時から 12 時(1 月~3
月は 9 時から 12 時)、居酒屋は金曜日と土曜日の 18 時から 21 時に営業日している。居酒











図 1 北蟹谷周辺の地図 
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屋は予約があれば営業日以外でも営業することが可能だという。 












 運営は施設と同名である『村の駅｢きたかんだの郷｣』の会員によって行われる。会長 1 名、
副会長 2 名、会計 1 名、監事 2 名、運営委員若干名、事務局 1 名によって構成される運営
委員会が本会および村の駅きたかんだの郷の運営についての決議を行っている。 

































 平成 27(2015)年から平成 30(2018)年の協議会は、総務委員会、産業振興委員会、地域コ
ミュニティ再生委員会、交流･移住促進委員会の 4 つの委員会が各々担当する事業を運営す
る形で活動していた。 


























































                                                     
116 芋イモ祭りではジャガイモ、サツマイモ、サトイモ、自然薯の詰め放題が行われる。 
写真 2 芋イモ祭りのちらし 
  





























写真 3 耕作放棄地に植えられたサトイモ 写真 4 ヒマワリ 
写真 5 倉庫の入り口 
  





































伺うと、マイクロバスに乗って出稼ぎ先へ向かう人もいたらしい。20 人から 30 人を乗せた
写真 6 ブッタイ 
  







伝承部会は現在、6 月から 7 月にかけて竹ほうきづくり、10 月から 12 月にかけてしめ飾
りづくりを行っている。竹ほうきは小矢部市内の直売所や道の駅などで 1 年を通して販売
される。大・中・小の 3 種類があり、毎年計 200 本程売れるという。しめ飾りには玄関用
と神棚用があり、北蟹谷地区内の人々から注文を取り製作される。注文と商品の受け渡しは
班長が担当し、各家に個数や大きさを聞いて回り、完成したものを伝承部会から受け取り配
達する。玄関用のしめ飾りには大・中・小の 3 種類があり、昨年は合わせて 665 個を売り
上げたという。神棚用しめ飾りはその形から一文字とも呼ばれ、30 ㎝から 1ｍまでの大き























写真 7 冬季の活動の様子 
  







 作業の特徴として挙げられるのは、時間がはっきりと守られていることだ。8 時 30 分か
ら作業が始まり、12 時から 13 時 30 半に昼休憩がある。その後、16 時まで作業が行われ
る。各々の家の遠さから始業には多少のばらつきが出るが、12 時の昼休憩と 16 時の終業時
間はおおむね順守されている。ラジオから正午の放送が流れるとすぐに車に乗って家に帰



























写真 8 竹の枝 
  


















今年は 1 反 2 畝117の田んぼで栽培を行った。長寿会の方達の手を借りて 5 月に田植えが
行われた。稲の刈り取りは 9 月 25 日に行われた。刈り取りは平成 30(2018)年まで鎌を使
って手作業で行っていたそうだ。刈り取りと脱穀作業にコンバインを使用しない理由は、脱
穀の際に稲が柔らかくなってしまいしめ縄づくりに支障が出るからだ。令和元(2019)年か
                                                     
117 1 反は約 990 ㎡、約 1 畝は 99 ㎡。 
写真 9 柄 写真 10 大(左)と小(右) 
  






































                                                     
118 その形から神棚用しめ飾りを一文字と呼ぶ。 
写真 11 神棚用しめ飾りの見本 
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    写真 13 飾り付けの図 
 
4-3-5-1. 装飾 
玄関用しめ飾りの装飾には、裏白(写真 14)、ほんだわら(写真 15)、御幣(写真 16)、ゆず

















写真 12 玄関用しめ飾りの見本 
写真 14 裏白 
写真 15 ほんだわら 
  
























し完成となる (写真 20) 。1 つの装飾
に 2 分ほどかかる。 
それぞれの飾り付けごとに注意す
写真 16 ゆずり葉 
写真 17 御幣 写真 18 稲穂 
写真 19 飾り付けの様子 
  










22 日から 24 日にかけて行われた。 
 
4-3-6. どんど焼き 

























写真 20 完成品 
写真 21 神社で使用されるしめ飾り 
  





































写真 22 木槌で藁をたたく女性 
  


































































小矢部市 『ふるさとガイド小矢部』 株式会社アヤト 昭和 59 年 
小矢部市史編纂委員会 『小矢部市史上巻』 北陸明治印刷株式会社 昭和 46 年 























































図 1 松沢地区における小神の位置 
  














た か ぎ で
、赤倉、鷲島で構成されている。 































126 社会福祉法人 小矢部市社会福祉協議会「松沢地区」2012 年 3 月 27 日投稿 
2019 年 12 月 10 日時点 https://www.oyabe.or.jp/?p=91 
  




と む ら や く
127として小神集落を束ねて
いた。現在の「宮」という姓は 36 代目宮長二の時代に「宮北」から改正したものである。




















が 100 近くまで増加しており、これは令和 1（2019）年までほぼ変わらない129。しかし、人
口は徐々にであるが減少傾向にある130（図２）。 
 
                                                     
127 10 ヶ村ほどを取り仕切る仕事。年貢の取り立てや藩のきまりの連絡などが主な仕事。 
加賀藩十村役「喜多家」殻探る身分差別 2020 年１月８日時点 http://www.ishikawa-
c.ed.jp/content/m-media/rekishi/rekishiSOZAI/kitake/kitake.html 
128 資料「宮家の歴史について」、『小神の年譜』「小神備忘録」pp.5 









図 2 小神集落の人口推移 
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新の三昧は宮家の分家の墓地である。分家となったのは
























図 3 小神の三昧の位置 
写真 1 表三昧 
写真 2  
表三昧のお地蔵様 
写真 3 裏三昧 写真 4 裏三昧にあるお地蔵様 
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1-5. 住民と地域行事 青年団 
1-5-1. 構成 
 小神の青年団は 20 歳から 40 歳の男性で構成されている。令和元（2019）年現在、団員




137と 8 月の地蔵祭り138、9 月の秋祭り139、12 月の夜警である。 
 
1-5-2. メンバーの福岡毅さんからの聞き取り 























写真 5 仏具 
  



















 現在は 1 年に 1 回、6 月の下旬ごろに行われている。私が参加させていただいた令和 1






































会費集めは 2 人 1 組で行う。そのうち 1 人は
来年度も係を継続して次の人に引き継ぐ。 
 悪天候の中、男性 10 名、女性 15 名ほどの
























写真 6 参加者の様子 
表１ 尼御講のスケジュール 
  


































                                                     
144 浄土真宗では親鸞聖人が書かれたお手紙のこと。 
145 仏の教え。 
写真 7 賽銭を集める際使用した籠 
写真 8 食事風景 
  

























写真 9 おこわ、酢の物、そうめん 写真 10 寒天、卵焼き 
  





 宮英作さんは小神出身の現在 70 代の男性だ。その妻である宮栄子さんも現在 70 代で、
庄川周辺から小神に嫁いできた。 
 英作さんが尼御講に参加し始めるきっかけは巡回講で僧侶のお世話をするようになった


















 これは、毎年 2 月に小神コミュニティ
センターで行われる。かつては開催の期
日と場所は決まっていなかった。家の都
合に合わせて概ね 2 月下旬から 3 月中旬
の農閑期に行っていたという。また、開催
場所は宮家（正因寺）がほとんどだった。 
                                                     
146 『小神の年譜』には「若い衆報恩講」と記載されていた。 
写真 11 若い衆報恩講での様子 
（福岡毅さんより写真提供） 
  





























昼前の午前 11 時には解散した。 
行事では、ご年配の参加者が青年団員にアドバイスをしている姿が多々見られた。アドバ
イスの内容は行事のお知らせの方法や道具の置き場所、掛け軸の掛け方などだ。 











表 2 若い衆報恩講のスケジュール 
  









































写真 13 地蔵祭りでの様子 
（福岡毅さんより写真提供） 
 
写真 12 地蔵祭りの祭殿 
（福岡毅さんより写真提供） 
  







 小神の秋祭りは「秋祭り」と「本祭り」の 2 種類に分けられている。9 月 5 日直前の日曜
























                                                     
152 近畿などの西国にある観音信仰の霊場 33 箇所を巡礼すること。 
写真 14 樽神輿 
（福岡毅さんより写真提供） 
  































屋を作り、低学年の子どもたちは賽銭を集めた。地蔵守本番は 14 日の夕方から 16 日まで
の間だった。その期間はお地蔵様へ野菜や果物、お菓子を供えたり、お墓にお参りにくる人
たちから賽銭を集めたりして過ごす。子どもたちは期間中、小屋の中で遊びながら寝泊りす
写真 15 本神輿 
（福岡毅さんより写真提供） 
  













の歌詞は「招寿来福 鶴は千年亀は万年 あゝ目出度い 目出度い」である。 
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と呼ぶ。 
















 地域住民は「夜高」を「行灯」と呼ぶこともある。これは 6 月 10 日、11 日に行われる男
















報恩講、そして若い衆報恩講だ。砂田康子さんによると、50 年前はほとんどの世帯が 3 世
                                                     
154 夜にお勤めをすること。 
  




































                                                     
155 結婚式や寺院の法事などで着用する着物。主に既婚者が着る。 
156  1 枚の写実画のようになっている羽織。写真は黒色だが康子さんが若い頃はピンク色
の羽織だった。今の色は後に染め直したものである。色はその時代の流行によって異な
る。 
写真 16 絵羽織 紋 
  


































写真 17 絵羽織 
  














































『小神の年譜』 平成 25 年 
参考ウェブサイト 
社会福祉法人 小矢部市社会福祉協議会「松沢地区」2012 年 3 月 27 日投稿 
2019 年 12 月 10 日時点 https://www.oyabe.or.jp/?p=91 


















































を行っていた。昭和 13（1938）年で農業に従事していた人は 373 人おり、当時の人口 1，















































                                                     































































































































表 1 向川一夫さんが収集した話（伝説） 
区分 題名 話者 概要 

















竜宮淵伝説 淵の底には竜宮がある 向川弥作 森屋にある淵は古く














弘法伝説 石になった芋 向川み志 弘法大師の奇跡を記
した伝説。 テンボの跡隠しの雪 











（「増補版 宮島 小矢部市宮島地区抄」をもとに作成） 
 
表 2 向川一夫さんが収集した話（昔話） 
区分 題名 話者 概要 


















とんち話 木鐘で鳴らん 岩田與三助 話者の創作した話 
























































                                                     
159 俊寛 平安時代末期に活躍した真言宗の僧。 




































































































































































































































































 ひまわりグループが現在習得している昔話は少なくとも 43 以上ある。それらの昔話は文
献から収集してきたのだが、その多くは紙芝居とパネルシアターのどちらか（または両方）


















石動 平成 19 年 廻向寺の梵鐘 石動 平成 22
年 
   石動の花山車の言われ 石動 平成 7 年 




福町の昔 福町 平成 13～14
年 
   
   力神様のいわれ 嘉例谷 平成 13
～14 年 
天の鏡 蓮沼 平成 12 年    
   おさるの顔はなぜ赤い 倶利伽羅 平成 4 年 





   女郎滝 久利須 平成 19
年 
   ねずみ松のふしぎ 宮島 平成 19
年 
竜 宮 淵 の 伝
説 
宮島 昭和 56 年    
天狗の話 宮島 昭和 58 年    
き つ ね の 投
げた赤い餅 
宮島 昭和 57 年    
   木鐘で鳴らん 宮島 昭和 60
年 
天 狗 と 与 左
衛門 
宮島 平成 3 年    
   桐の木の御神体 鷲島 平成 17
年 
   大ねずみ退治 杜五 平成 27
年 




   額から抜け出した獅子 西中 平成 22
～23 年 
   中村埜神社の起こり 下中 平成 22
～23 年 
か ん ざ し わ
らし 
津沢 平成 15 年    




   蚊のいない寺(ミニ版) 水島 平成 16
年 
酒とり祭り 下後亟 平成 27 年 酒とり祭り 下後亟 平成 16
年 
   おらが村蟹谷 北蟹谷 平成 7 年 




   地蔵様を助けた男 薮波 平成 23
年 
   きつねの嫁入り 薮波 平成 17
～28 年 
   大杉と天狗 薮波 平成 10
年 
   天池の不思議 藤森 平成 22
年 
津 沢 御 蔵 物
語 













これは、令和元（2019）年 7 月 24 日の福祉センターでの公演の様子である。この日は午



























































































































































































































































































































































































『増補版 宮島 小矢部市宮島地区抄』 向川一夫著 2011 初版 
『昔ばなし大学ハンドブック』 小澤俊夫著 株式会社渋谷文泉閣 2016 初版 
『語りの講座 昔話の声とことば』 花部秀夫,松本孝三編 三弥井書店 2012 初版 
『昔話を語り継ぎたい人に』 石井正己編 三弥井書店 2016 初版 
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